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建
設
会
社
で
は
固
定
費
を
減
ら
す
た
め
外
注
化
が
進

ん
で
い
る
が
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
は
ま
だ
人

も
機
械
も
災
害
対
応
活
動
が
で
き
る
体
制
が
か
ろ
う
じ

て
保
た
れ
て
い
た
と
言
え
な
く
も
な
い
。

　

こ
の
ほ
か
毎
年
の
よ
う
に
列
島
の
ど
こ
か
の
地
域
を

襲
う
豪
雨
災
害
に
お
い
て
も
地
元
の
建
設
業
者
が
情
報

把
握
、
応
急
対
応
な
ど
に
活
躍
を
見
せ
て
い
る
。
地
域

建
設
業
が
災
害
時
、
特
に
初
動
時
に
力
を
発
揮
す
る
要

因
と
し
て
、
地
域
の
地
理
や
集
落
の
状
況
等
に
精
通
し

て
い
る
こ
と
、
郷
土
を
自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う
使
命

感
な
ど
も
大
き
い
と
思
わ
れ
る
が
、
現
地
に
直
ち
に
動

け
る
人
と
機
械
が
い
る
こ
と
が
絶
対
的
に
必
要
な
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

高
度
経
済
成
長
期
に
建
設
さ
れ
た
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽

化
は
社
会
的
問
題
に
も
な
っ
て
き
て
い
る
。
今
後
の
公

共
投
資
も
新
規
建
設
か
ら
維
持
管
理
に
シ
フ
ト
す
る
こ

と
は
確
実
で
あ
る
。
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
を
適
切
に

行
う
た
め
に
は
、
点
検
等
に
よ
り
状
態
を
把
握
し
適
切

な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
補
修
等
の
対
策
を
行
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
新
設
に
く
ら
べ
地
味
で
は
あ
る
が
怠
る
と
大

き
な
事
故
に
も
つ
な
が
る
重
要
な
事
業
で
あ
り
、
日
頃

か
ら
現
地
に
い
て
何
か
あ
れ
ば
直
ぐ
に
対
応
で
き
る
地

域
建
設
業
が
担
う
に
ふ
さ
わ
し
い
分
野
で
あ
る
。
地
域

建
設
業
か
ら
見
る
と
維
持
管
理
は
、「
細
か
い
作
業
が

維
持
管
理
の
時
代
の
地
域
建
設
業

減
少
し
た
も
の
の
多
く
の
労
働
者
が
働
い
て
お
り
、
特

に
東
北
、
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
の
約
一
〇
％
な
ど
地
方
部
に

お
い
て
建
設
業
就
業
者
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

建
設
業
が
基
幹
的
産
業
で
あ
る
地
域
で
は
依
然
と
し
て

地
域
の
雇
用
を
支
え
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
が
、
就
業

者
の
高
齢
化
率
は
高
く
、
若
年
層
の
離
職
率
も
高
い
た

め
、
技
術
が
き
ち
ん
と
継
承
さ
れ
な
い
ま
ま
熟
練
者
が

大
量
に
リ
タ
イ
ア
す
る
と
量
的
に
も
質
的
に
も
不
足
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
被
災
地
の
建
設
業
者
が
自
ら
も

被
災
し
つ
つ
も
い
ち
早
く
活
動
を
開
始
し
た
。
彼
ら
が

地
域
建
設
業
に
よ
る
災
害
時
の
初
期
対
応

多
く
手
間
が
か
か
る
割
に
金
額
が
少
な
い
」「
受
注
額

が
少
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
技
術
者
が
長
期
間
拘
束
さ

れ
る
」「
災
害
時
な
ど
に
待
機
し
て
も
経
費
を
見
て
く

れ
な
い
」
等
の
理
由
で
消
極
的
な
声
も
多
く
聞
か
れ
る
。

例
え
ば
、
除
雪
作
業
で
は
待
機
時
間
の
費
用
も
支
払
う

こ
と
に
し
た
事
例
も
あ
り
、
地
域
の
建
設
業
に
と
っ
て

も
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

福
島
県
宮
下
地
区
は
奥
会
津
と
い
わ
れ
る
中
山
間
地

域
に
あ
り
、
柳
津
町
、
三
島
町
、
金
山
町
及
び
昭
和
村

の
三
町
一
村
か
ら
な
る
。
宮
下
地
区
建
設
業
協
同
組
合

の
会
員
企
業
は
公
共
工
事
の
減
少
に
伴
い
受
注
高
は
著

し
く
減
少
し
、
雇
用
が
維
持
で
き
ず
従
業
員
数
も
大
き

く
減
少
し
た
。
こ
の
よ
う
に
企
業
体
力
は
低
下
し
、
単

独
で
業
務
を
請
け
負
え
な
い
企
業
も
増
加
し
、
豪
雪
地

帯
に
と
っ
て
重
要
な
熟
練
除
雪
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
確
保

さ
え
危
ぶ
ま
れ
る
な
ど
地
域
の
維
持
が
困
難
な
状
況
に

陥
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
福
島
県
と
宮

下
地
区
の
建
設
会
社
は
、
地
域
の
除
雪
・
維
持
管
理
業

務
の
一
括
発
注
、
共
同
受
注
の
方
式
に
取
り
組
む
こ
と

と
な
り
、
二
〇
〇
九
年
度
か
ら
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

方
式
に
よ
る
維
持
補
修
業
務
委
託
を
モ
デ
ル
事
業
と
し

て
実
施
し
て
い
る
。

　

こ
の
事
例
な
ど
一
部
の
自
治
体
で
先
行
的
に
行
わ
れ

地
域
建
設
業
維
持
の
取
組
み

道
路
を
切
り
開
い
た
こ
と
で
自
衛
隊
な
ど
全
国
か
ら
の

支
援
部
隊
の
現
地
入
り
が
可
能
と
な
っ
た
。
東
北
建
設

業
協
会
連
合
会
会
員
企
業
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
（
東

北
地
方
整
備
局
記
者
発
表
、
平
成
二
十
四
年
七
月

二
十
四
日
）
に
よ
れ
ば
、
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
で
災
害

対
応
活
動
を
行
っ
た
四
一
一
社
の
う
ち
約
六
割
が
発
災

後
四
時
間
以
内
に
活
動
を
開
始
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う

な
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
活
動
が
可
能
で
あ
っ
た
理
由
と
し

て
、
以
下
の
回
答
が
多
か
っ
た
。

・
建
設
機
械
等
を
自
社
で
確
保
し
て
い
る

・
従
業
員
が
地
元
の
地
理
に
詳
し
い

・
地
元
の
建
設
会
社
で
あ
り
協
力
会
社
も
地
元

・ 

作
業
員
や
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
自
社
で
雇
用
し
て
い
る

て
き
た
地
域
建
設
業
に
よ
る
共
同
受
注
方
式
に
つ
い
て

は
国
土
交
通
省
の
「
建
設
産
業
の
再
生
と
発
展
の
た
め

の
方
策
２
０
１
１
」
に
お
い
て
「
地
域
維
持
型
の
契
約

方
式
の
導
入
」
と
し
て
、
①
複
数
の
種
類
や
工
区
を
ま

と
め
た
契
約
単
位
や
、
複
数
年
の
契
約
単
位
等
に
よ
り
、

地
域
維
持
事
業
を
包
括
し
て
発
注
す
る
方
式
の
導
入
、

②
建
設
企
業
の
小
規
模
化
に
よ
り
地
域
維
持
事
業
の
実

施
体
制
の
確
保
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
地
域
に
お
い
て
、

地
域
建
設
企
業
に
よ
り
経
常
的
に
結
成
さ
れ
る
「
地
域

維
持
型
Ｊ
Ｖ
」
等
に
よ
り
協
同
し
て
効
率
的
に
実
施
す

る
方
式
の
導
入
が
提
言
さ
れ
、
全
国
レ
ベ
ル
の
取
組
み

に
発
展
し
て
い
る
。

　

地
域
維
持
型
事
業
も
含
め
、
地
域
の
建
設
業
が
防
災
、

イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
の
担
い
手
と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
続
け
る
た
め
の
施
策
が
今
後
と
も
求
め
ら
れ
る
。

　

発
災
直
後
か
ら
現
地
で
活
動
で
き
る
地
域
建
設
業
は

地
域
の
防
災
に
と
っ
て
不
可
欠
な
存
在
で
あ
り
、
そ
の

災
害
対
応
力
を
維
持
す
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

が
、
今
後
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
巨
大
災
害
時
に
は
大
手

建
設
業
が
有
す
る
技
術
力
、
調
達
力
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

力
に
よ
る
広
域
的
支
援
活
動
が
併
せ
て
求
め
ら
れ
る
。

地
域
建
設
業
と
大
手
建
設
業
が
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野

で
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に
よ
り
効
果
的
な
災
害
対
応
活

動
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

災
害
時
の
地
域
建
設
業
と
大
手
建
設
業

　

わ
が
国
の
建
設
投
資
は
ピ
ー
ク
の
一
九
九
二
年
度
に

は
約
八
四
兆
円
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
長
期
間
に
わ

た
り
減
少
傾
向
が
続
き
、
最
近
に
な
っ
て
震
災
関
連
で

若
干
増
加
に
転
じ
た
も
の
の
当
研
究
所
の
本
年
一
月
公

表
の
二
〇
一
二
年
度
の
予
測
で
は
約
四
四
兆
円
と
ピ
ー

ク
時
の
約
五
割
減
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
建

設
業
の
就
業
者
数
も
ピ
ー
ク
で
あ
っ
た
一
九
九
七
年
平
均

の
約
六
八
五
万
人
か
ら
二
〇
一
〇
年
平
均
で
約

四
九
八
万
人
と
約
三
割
減
と
な
っ
て
い
る
。
労
働
力
調

査
に
よ
る
二
〇
〇
八
年
平
均
の
全
産
業
に
占
め
る
建
設

業
就
業
者
数
の
割
合
は
全
国
で
約
八
％
と
建
設
投
資
が

地
域
建
設
業
を
取
り
巻
く
環
境
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